
ミンテンテック 

NEWS  

Letter 

Vol.20 

編
集
後
記 

 

早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
１

か
月
ほ
ど
と
な
り
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。
日

ご
と
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
お
元
気
で
す
か
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弊
社
の
医
療
顧
問
と
し
て
、

東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院

副
科
長
の
飯
塚
陽
子
先
生
が

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、

飯
塚
先
生
の
も
と
、
医
療
を
通

し
て
水
素
の
効
果
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
検
証
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
（田
） 
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弊社の医療顧問に東大病院 

飯塚陽子先生が就任 

オープン価格 

水素発生器 

MT-A100 

現在では、ほぼ全てのビジネスパーソンが、将

来の仮説を視座としてもたねばならない。今

所属している業界から異業界に転職する可能

性もあるだろうし、或いは会社の業態が転換

するかもしれない。目指すは「何屋さんかわか

らない」仕事。 

何やさんかわからない仕事を目指す 

飯塚 陽子 MD, PhD 
東京大学医学部附属病院 
糖尿病・代謝内科 副科長 

 医学博士，東京大学医学部附属病院 糖尿病・代謝内科 副科長 特任講
師、国際診療委員会委員。経済産業省 国際医療交流調査研究事業委員，日
中医学協会広報委員会委員，内閣官房中国生活習慣病専門病院運営WG委
員，厚生労働省国際保健懇談会WGメンター。日本内科学会・日本糖尿病学
会・日本動脈硬化学会・日本肥満学会・日本糖尿病合併症学会等会員。 
東京大学医学部医学科卒業，大学院医学系研究科博士課程修了。糖尿病・イ
ンスリン抵抗性・高血圧・脂質異常症・メタボリック症候群および動脈硬化等
に関する研究を従事、医学研究論文は60編あまり発表。 

第10回中曽根康弘賞奨励賞を受賞 

国際医療活動に携わる飯塚先生 

カニューレを付けて水素を吸入しながら

食事を楽しむ方もいらっしゃいます。 

 医療の国際化の一環として、経済産業省の採択事業である「日本式糖尿病診療サービスの中国展開に関
する調査」を、2011年度は上海、2012年度は杭州において実施、日本式糖尿病チーム医療が中国糖尿病患者
に大変好評であり、また持続可能な有効性が確認でき、2015年度は北京にも展開。この活動は日本でも高く
評価され、2014年第十届中曾根康弘賞奨励賞受賞。NHK、テレビ東京、日本経済新聞等各メディアに取り上げ
られている。 


